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 岩波書店は 2015 年に、著名人 41 名に戦争体験についてのメッセージを依頼し、『私の

「戦後 70 年談話」』を出版している。10 年後の昨年、100 歳から 19 歳まで、多様な背景を

持つ 45 名に寄稿を依頼し、「そしてこれからのために」という副題のメッセージをつけて、

『私の戦後 80 年』を出版している。戦中派は数人で、殆んどが戦後派である。私と同じ、

あるいは年少の年代の人々が、戦後を総括し、明日への希望を聞くのは興味深い。 

 石破茂前総理は〈私の政治の師である田中角栄先生が『あの戦争に行ったやつがこの国

の中心にいる間は、日本の国は大丈夫だ。しかし、そういう人たちがいなくなったときが

怖いんだ。だからよく勉強してもらわなければいかん』と仰いました。戦争の記憶がある

人たちが、まだこの世の中にいらっしゃる最後の機会が、この 80 年だと思うのです〉と言

っている。このような言葉はしばしば聞いた。安倍晋三元首相は集団的自衛権の行使を認

める安保法制を制定し、岸田文雄元首相は安保三文書を閣議決定した。高市早苗首相は、

台湾有事を「存立危機事態」と言い、中国と一戦を交えるような発言をした。彼ら・彼女

は戦争を知らない世代である。高市首相の支持率は高い。そして威勢のいい発言に若い層

が賛同、支持していることを深く危惧する。千葉県知事を務めた堂本暁子氏は〈近頃、歴

史が逆転しているような気がする。ドイツでは極右勢力が勢いをつけ、アメリカでは大統

領に反対する人々への弾圧が始まり、日本では「日本人ファースト」など、ヘイトをあお

る主張が強まる風潮が起きている。愛国心の強制、自国第一主義、他民族差別の先には戦

争が待っている。人類は一世紀前の戦争で、それを学んだはずだ〉と書いている。憲法学

者の樋口陽一氏は〈気がついてみれば、あらゆる場面でこれまで保たれてきたバランスが

崩れ、人類社会全体が急激に崖っぷちまで追い詰められている、それが現状認識の偽らざ

るところでしょう。それなのに、いまや、難題に対して正面から向き合う、あるいは向き

合わなければならない、ということを呼びかける力もなければ、意欲を示すこともできな

い。そういう意味では人類始まって以来の危機的状況なのではないでしょうか〉と、救い

ようのない状態にあると訴えている。村山富市政権が「戦後 50 年談話」で、植民地支配を

謝罪し、アジアとの融和を訴えたが、現代日本政治学者の山口二郎氏は、〈自民党は、戦後

50 年談話に反発するかのように、右傾化を進めた。憲法改正への熱心な姿勢、歴史修正主

義、女性の権利への抑圧など、憲法の基本理念にかかわるテーマについて、自民党はこの

30 年間に別の政党になったように思える。自国の失敗を失敗として認めることを嫌がる、

幼児的な自己中心主義がそうした変質の根底にあると思える〉と書いて、大人になってい

ない自民党の政治家たちが、憲法を無視し、戦後政治を動かしてきたと言っている。 

 日本政治思想史を専攻する原武史氏は、〈国民主権を定めた 1 条をただありがたがるだ

けでは、同じ条文で記された「象徴」についての議論は深まらない。GHQ から与えられた 1

条からいったん離れ、我々自身が天皇制をどうすべきか、議論を深めなければならなかっ

たのだ〉と書いている。「象徴」という言葉は内閣のメンバーですらよくわからなかった。 

吉田茂は『回想十年』で、陛下には「象徴でよいではないか。この上閣議を延ばすはよろ

しからず」との御錠があり、一致して受け入れたと回想している。天皇は、1 条は詔勅の

「朕は茲に国体を護持シ得テ」に由来する「国体護持」の達成と捉えた訳である。天皇は

「象徴」を、「国民の安寧と幸せを祈ること」と「人々の傍らに立ち、耳を傾け、寄り添う

こと」の二つを挙げているようだ。原氏は〈だが天皇から投げられたボールを国民が真摯

に受け止めることなく、「象徴」に関する議論は一向に深まらなかった〉と、天皇制そのも

のについて深く考えて来なかったことが、戦後 80 年代の混乱の原因だと言っている。 


